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 ]1658年 のスウェーデ

ンの領土

|  1分 割前のポーラン ド

の領土
ムチャツカ探検

キエフ公国(9～ 13世紀)

モンゴルの支配(13～ 15世紀)「 タタールのくびきJ

1533～84)

○ツアーリの称号を正式に使用,恐怖政治,農奴制強化
1581 イェルマーク(コ サツクの首長)の シベリア遠征

(シ ビル =八ン国を征服)

16Ю ステンカ=ラージンの反乱(～ 71)

ピョートル1世 (大帝)(位 1682～172D

1689 ネルチンスク条約  ●西欧文化の輸入

1700 北方戦争(～21)

スウェーデン(カール12世)と 戦う

1703 ペテルブルク建設開始
1707カ ムチャツカ領有  ○ピヨ~トル

1721 ニスタット条約         1世

1773 プガチョフの反乱(～75) ,■
1774 黒海北岸領有

トレチャコフ美術館 (モスクワ)蔵

位1462～ 1505)

1480 モンゴル支配からのモスクワ大公国の自立

○初めてツアーリの称号を用いる

ミ八イル =ロマノフ

1613 ロマノフ朝創設(～ 1917)

雅蒙晰満署至
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1727 キャフタ条約

刊 エカチェリーナ 2世 (位 1762～ 90

1772 第 1回ポーランド分割

1780 武装中立同盟提唱   :  キ
｀

1783 クリム=八ン国   /げ  =

哺 苺 |

鰭盪 才
1795 第3回ポーランド分割(ポーランド王国消滅)
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ネルチンスク条約

ステンカ=ラージン

キャフタ条約 (1727)
による国境線

|  |ピ ョー トル 1世時代まで(1613～ 1725)の領土  赤数字 ロシアの進出年

|  |エ カチェリーナ 2世時代まで(1725～ 96)の領土 ―一‐ ベー リングの行路

|   |ロ マノフ朝成立時 (1613)ま での領土

0ビョ…H欧帝の野望甥涎し名ψ課懲鼎糧市雖菫饂ね。
°ピヨ~υ囲世が描かれ占品瑚事

●ペテルブルクの名前の変遷

第一次世界大戦開始時ロシア風に

レーニンの名前にちなみ

■原因 ピョートル 1世のパルト海
進出の野望
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◆結果 ニスタット条約(1721)

●ピョートル1世の野望完成

1 ロシアは,リ ヴォニア エストニ

ア イングリア カレリアの一部

バルト海の若干の島を獲得する。

2スウェーデンはフインランドを回

復し,賠償金を支払う。
(「西洋史辞典1創元社)

0コシユーシコ型引田つ
リトアニア貴族

出身のコシューシ

ヨは,アメリカ独

立戦争で活躍し,

帰国後ボーランド

軍司令官に就任し

た。列強の祖国分

害」に反対し,1794 0コ シューシヨ

年に農民兵を含む部隊を率いてロシアと

戦つたが敗北。1795年の第3回ポーラン

ド分害」でポーランド王国は消滅した。

○コシューシヨの抵抗(ポーランド切手 1954年 )


